
九
月
五
日
～
八
日
、
二
年
生
が
修

学
旅
行
で
北
海
道
に
行
き
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
自
然
の
中
、

生
徒
は
北
海
道
で
し
か
で
き
な
い
体

験
や
グ
ル
メ
を
満
喫
し
、
楽
し
い
思

い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

九
月
二
十
九
日
、
素
晴
ら
し
い
秋

晴
れ
の
中
、
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
制
限
の
な
い
形
で

の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
生
徒
た
ち

だ
け
で
は
な
く
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
保
護
者
の
方
も
、
朝
か
ら
笑
顔
で

し
た
。
ま
た
今
回
四
年
ぶ
り
に
綱
引

き
や
三
十
人
三
十
一
脚
な
ど
の
大
人

数
の
競
技
が
復
活
し
ま
し
た
。

今
回
も
体
育
委
員
や
生
徒
会
が
主

体
と
な
り
、
体
育
祭
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク

対
抗
種
目
・
ク
ラ
ス
対
抗
種
目
と
も

に
、
生
徒
全
員
が
全
力
で
楽
し
く
競

技
し
、
ク
ラ
ス
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
そ
し

て
全
校
生
徒
が
一
丸
と
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
一
位
は
赤
（
Ａ
３
・
ＤⅮ

３
・
Ｌ
２
・
Ｍ
１
・
Ｈ
１
）
で
、
ク

ラ
ス
一
位
は
Ｍ
２
で
し
た
。

十
月
七
日
、
み
や
ま
公
園
の
深
山

イ
ギ
リ
ス
庭
園
で
第
二
十
九
回
興
陽

高
校
制
作
展
を
行
い
ま
し
た
。
被
服

デ
ザ
イ
ン
科
三
年
生
は
、
自
ら
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
衣
装
を
着
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

家
政
科
三
年
生
人
間
科
学
類
型
は
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
と
手
話
歌
を
披
露
し
ま
し

た
。
保
護
者
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十
一
月
十
二
日
、
約
一
万
六
千
名

余
り
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
て
盛
大

に
お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
校
か
ら

も
給
水
・
給

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ま
た
沿

道
か
ら
の
伝

三
郎
太
鼓
な

ど
で
、
約
二

百
二
十
名
の

生
徒
が
参
加

し
ま
し
た
。

肌
寒
い
秋

空
の
元
、
ラ

ン
ナ
ー
に
大

き
な
声
援
を
贈
り
ま
し
た
。
「
頑
張
っ

て
下
さ
い
！
」
の
声
に
「
あ
り
が
と

う
！
」
と
言
葉
が
返
っ
て
き
て
、
ラ

ン
ナ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
応
援
す

る
者
が
心
を
一
つ
に
し
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
貴
重
な
体
験
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
次
へ
と
繋
げ

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
十
七
日
・
十
八
日
に
文
化

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ

ｒ
ｆ
ｕ
ｌ
止
ま
ら
な
い
青
春
を
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
や
展
示
は
興
陽
高
校
ら
し
さ
が
あ

ふ
れ
、
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

二
日
目
の
一
般
公
開
に
は
、
保
護
者

を
は
じ
め
千
六
百
名
を
超
え
る
参
加

者
が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
部
で
は
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
Ａ
３
の

「
勇
者
ヨ
シ
ヒ
コ
」
が
最
優
秀
、
展

示
の
部
で
は
Ａ
２
の
作
っ
た
お
化
け

屋
敷
「
怖
ろ
し
い
種
子
」
が
最
優
秀

と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
、
第
十
二
回
ご

当
地
！
絶
品
う
ま
い
も
ん
甲
子
園
決

勝
大
会
が
東
京
都
品
川
区
に
て
開
催

さ
れ
、
家
政
科
三
年
生
の
「
う
米

（
ま
い
）
！
ポ
テ
サ
ラ
ロ
ー
ル
」
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
本
校
産
の
米

粉
の
特
性
を
活
か
し
た
ワ
ッ
フ
ル
カ
ッ

プ
の
中
に
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
や
地
元

で
採
れ
た
蓮
根
の
照
り
焼
き
や
団
子
、

人
参
の
米
粉
か
ら
揚
げ
な
ど
を
彩
り

よ
く
盛
り
つ
け
ま
し
た
。

八
月
に
中
国
四
国
エ
リ
ア
の
代
表

に
選
ば
れ
て
か
ら
、
何
回
も
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
決
勝
大
会
当
日

は
、
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
チ
ー
ム
が
、

地
元
の
食
材
に
対
す
る
思
い
を
ア
イ

デ
ア
料
理
に
込
め
て
作
り
上
げ
て
い

く
と
い
う
緊
張
感
の
中
、
無
事
時
間

内
に
作
り
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
見

事
準
優
勝
「
大
臣
官
房
長
賞
」
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
専
門
科
の
学
び
を
生
か
し
た

料
理
を
考
案
し
、
様
々
な
コ
ン
ク
ー

ル
に
挑
戦
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
多
く
の
農
ク
発
表
・
競

技
で
興
陽
高
校
生
徒
の
素
晴
ら
し
い

活
躍
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会

で
優
秀
賞
が
三
種
目
、
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
で
優
秀
賞
が
一
種
目
、
県
大

会
で
最
優
秀
賞
が
六
種
目
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
表
彰
記
録
】
（
一
部
）

☆
家
畜
審
査
競
技
（
肉
牛
の
部
）
全
国
大
会

優
秀
賞

Ａ
３

岩
藤
ま
い

☆
農
業
鑑
定
競
技
（
分
野
・
農
業
）
全
国
大
会

優
秀
賞

Ａ
３

田
代
凛
奈

☆
農
業
鑑
定
競
技
（
分
野
・
造
園
）
全
国
大
会

優
秀
賞

Ｌ
２

菜
畑
慶
治

★
情
報
処
理
競
技

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

優
秀
賞

Ａ
３

永
田
悠
人

◎
家
畜
審
査
競
技
県
大
会

肉
用
牛
の
部
（
個
人
）

最
優
秀
賞

Ａ
３

岩
藤
ま
い

◎
家
畜
審
査
競
技
県
大
会

肉
用
牛
の
部
（
団
体
）

最
優
秀
賞

Ａ
３

岩
藤
ま
い･

續
木
礼
乃

･

貝
賀
み
な
み

◎
家
畜
審
査
競
技
県
大
会

乳
牛
の
部
（
個
人
）

最
優
秀
賞

Ａ
２

日
笠
花
実

◎
家
畜
審
査
競
技
県
大
会

乳
牛
の
部
（
団
体
）

最
優
秀
賞

Ａ
２

日
笠
花
実

Ａ
３

濱
浪
彰
登
・
八
木
希
美

◎
測
量
競
技
県
大
会
（
セ
オ
ド
ラ
イ
ト
の
部
）

最
優
秀
賞

Ａ
３

山
﨑
涼
史
・
楢
本
凰
将

Ａ
２

日
笠
花
実

◎
情
報
処
理
競
技
県
大
会

最
優
秀
賞

Ａ
３

永
田
悠
人

二
学
期
も
、
興
陽
高
校
生
の
活
動

が
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
に
多
く

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
た
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
み
ま
し
た
。

①
十
月
七
日
ー
造
園
デ
ザ
イ
ン
科
庭

園
施
工
管
理
類
型
の
三
年
生
が
、

岡
山
県
立
美
術
館
に
お
い
て
「
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
展
」
に
ち
な
ん

だ
庭
園
を
作
庭
し
、
展
示
す
る
こ

と
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
）
。

②
十
月
二
十
六
日
ー
本
校
生
徒
全
員
・

教
職
員
が
「
デ
ニ
ム
の
日
」
に
、

一
日
中
デ
ニ
ム
を
身
に
つ
け
て
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
る
様
子
が
放

映
さ
れ
ま
し
た
。

③
十
二
月
ー
農
業
科
の
生
徒
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
カ
キ
殻
を
活
用
し

た
里
海
米
」
に
関
連
し
、
邑
久
町

の
カ
キ
養
殖
を
取
材
し
た
様
子
が
、

全
三
回
に
わ

た
っ
て
放
送

さ
れ
ま
す
。

今
後
も
放
映

の
際
に
は
、
興

陽
メ
ー
ル
で
皆

様
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

第２号 興 陽 ト ピ ッ ク ス 令和５年１２月２２日

興
陽
高
校
Ｈ
Ｐ
に
は
、
今
回
紹
介

し
た
活
動
以
外
に
、
生
徒
の
日
常
の

授
業
風
景
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
五
つ
の
学
科

で
は
ど
ん
な
学
び

が
あ
る
の
？
」
と

い
う
中
学
生
の
皆

さ
ん
、
保
護
者
、

地
域
の
皆
様
、
ぜ

ひ
Ｈ
Ｐ
で
生
徒
の

活
動
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

興
陽
ト
ピ
ッ
ク
ス

令和5年12月22日発行
発行元：岡山県立興陽

高等学校総務課

ご
当
地
！
絶
品
う
ま
い
も
ん
甲
子
園

準
優
勝
！

ノ
ー
リ
ミ
ッ
ト
！

興
陽
高
校

二
年
生
修
学
旅
行

盛
り
上
が
り
最
高
潮
！

体
育
祭

令
和
五
年
度
二
学
期
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
で
制
約
を
受
け
て
き
た

行
事
の
制
限
が
解
け
、
制
作
展
・
体
育
祭
・
文
化
祭
等
の
学
校
行
事
で
は
、

マ
ス
ク
を
外
し
た
生
徒
の
笑
顔
が
校
内
中
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

ま
た
興
陽
高
校
生
の
活
動
は
学
校
を
飛
び
越
え
、
各
地
で
活
躍
す
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
令
和
五
年
度
二
学
期
の
学
校
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

三
年
間
の
成
果
を
披
露

制
作
展

（右上･右下）北海道の大自
然を満喫中！
（上）白い恋人パークでお
土産を大量購入♡

お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

農
ク
発
表
・
競
技
で

数
多
く
の
生
徒
が
受
賞

興
陽
パ
ワ
ー
全
開

文
化
祭

（右）綱引き、（上）30人31脚の様子。
皆の力を一つに合わせて競いました。

→校旗を
掲げ生徒会
長たちが堂々
と入場行進。

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

（上･右上）ﾌｧｯｼｮﾝ
ｼｮｰ、（右下）ﾍﾟｰﾌﾟ
ｻｰﾄの様子。どちら
も色鮮やかです。

（右上）ﾎﾟﾃｻﾗﾛｰﾙ
を作る興陽生。
（下･右下）完成し
た料理は準優勝。
嬉しそうですね。

メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
注
目
！

興
陽
高
校
生
の
活
動

（上･右上）ステージでは生徒も
教員も皆ノリノリです。
（右下）教室内はスリルあふれる
アトラクションパークに大変身。


